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論文の内容の要旨
　この論文で，著者は初期値問題の適切性について考察している。第1部では一般的な線型作用素に対する初期
問題が局所凸空聞において適切になるための必要十分条件を求めており，第2部では，より具体的な2階双曲型
偏微分方程式に対する初期値問題が適切であるための十分条件を発見している。
　第ユ部では，局所凸空聞における線型閉作用素に対する初期値問題において，斉次な解初期値問題の解を用い
て非斉次な解を表現するという，いわゆるデュアメルの原理が成り立つための必要十分条件を求めている。この
問題は歴史的には古くから研究されており，I．G．PetrowskiとL．Schwartzは，ユークリッド上の有界な関数空
問や急減少関数空聞でデュアメルの原理が成立するためには，初期値問題が初期面に関して一様に適切になるこ
とが十分であることを示し，さらにこの一様性は必要であろうと予想した。著者はこの予想がより一般的な局所
凸空間であるL－F空問において成立することを証明した。
　第2部においては，退化した2階双曲型方程式を考察している。著者は，もし主部のシンボルの時間微分係数
がその近傍で符号を変えるような点が有限個ならば低階に適用な条件を付加すると，この退化双曲型方程式に対
する初期値問題は適切であることを証明した。
審査の結果の要旨
　第1部におけるPetrowski－Schwartzの予想を解決したkey　poi砒は，局所凸空間に値をもつ時間に関して連続
な関数全体はやはり局所凸空問になることを，L“空問の場合に証明したところにある。又第2部おける退化双
曲型方程式については，今までの研究では退化のOrderに関して条件を付けていたが，その代わりに符号が変わ
る点は有限個であるという定性的な条件を発見したことは大きな成果である。この論文で得られた結果は，今後
これらの分野における研究の一つの指針となる重要な結果である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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